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令和元年度第２回我孫子市まち・ひと・しごと創生有識者会議（Ａ班） 

会議録 

 

１．日  時  令和元年１０月１日（火） 午前１０時～正午 

２．会  場  我孫子市役所 会議棟１階 Ａ・Ｂ会議室 

３．出席委員  熊田委員、山内委員、大炊委員、白𡈽委員 

４．議  題 

（１）我孫子市まち・ひと・しごと創生総合戦略における平成３０年度施策評価について 

（２）我孫子市まち・ひと・しごと創生総合戦略の延長について 

①重要業績評価指標（ＫＰＩ）の目標値設定および変更 

・我孫子市まち・ひと・しごと創生総合戦略 施策一覧【資料１】 

②基本目標の目標値設定および変更 

・我孫子市まち・ひと・しごと創生総合戦略 基本目標一覧【資料２】 

（３）その他 

 

 

○熊田副委員長 では、よろしくお願いします。 

 前回の復習といいますか、確認から入っていきたいと思いますが、資料４のほう、ござい

ますでしょうか。 

 大炊さん、前回来ていただかなかったので、途中でコメントをお願いするかもしれません。 

○大炊委員 はい。 

○熊田副委員長 では、基本目標１の「産業の活性化に向けた支援」、それから「就労支援の

充実」というところ、こちらについては順調という評価を、前回、させていただいておりま

す。 

 １枚めくりまして、２ページ目のほうに行きますと、「起業・創業の支援」、それから「新

たな企業立地の支援」というところで、こちらについては、ほぼ順調という形をとらせてい

ただいています。この辺は、達成状況のほうから、そういうふうな形で導き出したという形

をとらせていただいています。 

 次に、「農業の生産性の維持・向上」と「農業の付加価値を高める取り組み」、それから「地
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産地消の推進と農のにぎわいづくり」というところで、８番から１４番まで、ちょっと項目

が多く、遅延と達成等いろいろありますけれども、前回は順調というような評価をさせてい

ただいております。 

 きょう、大炊さんに来ていただいているので、改めて各８番から１４番について、少しご

意見、コメント等、追加があればどうですかというところですが。 

 例えば、８番ですかね。「手賀沼沿い農地活用計画に沿った農地活用面積」というところで

は、目標値３９．４ヘクタールに対して実績が２９．８ですので、マイナス２０％遅延をし

ていますと。これについても一応、３１年度の理由的なところとか、これからこうしていき

たいというようなことが右側には書いてあります。 

 といった形で、９番の「認定農業者の人数」も、３７人の目標値に対して４２人で、こち

らは６００％の達成率になっています。 

 １０番の「農産物の加工施設を有する農業者数」というところでは、８経営体というとこ

ろが５経営体というところになっていますが、こちらは０％の遅延ということ。 

 それから、１１番の「農業拠点施設で販売供給する我孫子産農産物の新開発の加工品数」、

これは５種類の目標値に対して、今、１１種類まで増えているということで、２２０％。 

 ３ページのほうに行きますと、１２番「あびこ型『地産地消』推進協議会会員数」、目標値

２１０人のところを１５２人ということで、遅延となっています。 

 １３番は、下段のほうに目標値、ＫＰＩが変わっていますけれども、「学校給食への地元野

菜を供給した回数」というところで、目標値１４４回に対して１３３回。数字にするとこう

いった形ですけど、比較的いいのかなという感じには見えますね。 

 それから、１４番、「農業拠点施設の年間延べ利用者数」は、２９万人のところが３７万７，

１７１人というところで、１３０％まで来ているということです。 

 達成のところは、概ねいいのかなとは思いますけれども、遅延のところの例えば８番、１

０番、それから１２番、１３番あたりですかね。もちろん達成したところでもコメントいた

だければと思いますけれども、どうですか。 

○大炊委員 ８番の「手賀沼沿い農地活用計画に沿った農地活用面積」は、農政課さんのほう

で進めていただいているところですけれども、やはりなかなか就農者が増えないというとこ

ろでの遅延だと思います。現状、高齢の方たちが活用されている面積になると思いますので、

なかなか面積を増やすこと自体が現状厳しいのかなと。若い就農者さんとか、外部からの新

規就農者さんにどんどん入っていただいて、広げていければというところだと思います。 
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 やっぱり高齢化というのが一番のネックになっていることだと思います。 

 一部、外部からということで、企業さんが活用されているというケースも聞きますので、

企業誘致ということも視野に入れていく必要はあるのかなというところです。 

○熊田副委員長 令和３年度までの新目標値を見ると、下方修正とは出ていますけど、３１．

４、基準値のままなんですよね。 

○大炊委員 基準値が３１．４で、実績値が２９．８。 

○熊田副委員長 そうですね。失礼しました。 

○大炊委員 この基準値を変更する必要があるのかどうかというところも、検討の余地はある

のかなと思いますけれども、基準値に比べて大幅に下がっているというところではないです

よね。 

○熊田副委員長 そうですね。 

○大炊委員 でも、この減っているというところは、やはり実際農地を活用されている方で、

高齢のためにリタイアされた方が数人いらっしゃるのではないかなということが読み取れ

ると思います。だから、この数字を上げていくのは非常に厳しくて、逆に、少しずつ低下し

ていくことが読み取れるんですけれども、それをどうやって食いとめていくのかというとこ

ろだと思います。 

 新規就農者さんとか、先ほど申し上げた企業の方たちの活用ですかね。今現在、就農され

ている方たちは、本当に６５歳以上の方たちが多いので、将来的にはだんだんとできなくな

ってくるのをどうやって防いでいくのか、新しい農業者さんに入ってもらえるのかというこ

との工夫が必要になってくると思います。 

 あと、農地集約というような形もとっておりますので。今、結構小さい農地が点在してい

て、非常に耕作しづらいというネックがあって、なかなか新規の方も着手しづらいところが

ありますけれども、そこを、高齢の方が農業ができなくなって手放すというようなタイミン

グで、地権者は違いますけれど、それを一つにまとめて大きくして、農地を集約して借りて

いただくというような方法も、今、とりつつあるところですので、そういうところで期待が

できるのかなと。 

 あと、農業の魅力をさらに高めていくということと、農業者の収入を上げることが最大の

ポイントだとは思います。 

○熊田副委員長 まあ、そういうことなんでしょうね。 

 ９番の「認定農業者の人数」だけで見ると、直接は関係ないでしょうけれども、増えてい
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るという状況も見えますし。高齢者の農地保全が本当に大変なんでしょうね。 

○大炊委員 そうですね。やはり職業柄３Ｋと言われる仕事ですので、高齢になってくると力

仕事とかも厳しくなりますし、近年の異常気象の中で働かざるを得ないというところがあり

ますので、皆さんにお話を聞くと、高齢者の中では、規模を年々縮小していますみたいなお

話をいただくので。 

 なぜ若い人が就農しないかというと、ご存じのとおり、農業だけでなかなか食べていけな

いという現状がある中で、やっぱり農業者の所得向上を図っていくというのが最大のポイン

トだと思います。 

○熊田副委員長 遅延のところをクローズアップすると、１０番なんかは何かコメントがござ

いますか。 

○大炊委員 これは多分、個人の農業者さんの加工施設だと思いますけれども、目標値が８経

営体で、大体横ばいということですよね。 

○熊田副委員長 そうですね。維持ということですね。 

○大炊委員 以前、加工室を設置する条件が、非常にやりやすく着手しやすかったんですけど、

最近、保健所の指導とかが厳しくなって、いろんな条件が加わることで、例えば合併浄化槽

をつけなければいけないとか、非常に資金がかかってきてしまうので、個人の農業者さんが

その資金を工面してまでやっていけるのかなというところで、新しい方が増えてこないとい

うことだと思います。 

○熊田副委員長 そうでしょうね。やっぱり６次産業化は難しいと。 

○大炊委員 非常にお金がかかることなんですよね。 

 単価的にそれほど取れない商品が売れるのかということと、今、大手さんでもいろんな商

品開発がされている中で、個人の技術力でそれに打ち勝つものがつくれるかという。 

○熊田副委員長 イトーヨーカ堂って、こういうのはどちらかというと独自の戦略を持ってい

るんですか、やっぱり６次産業化について。 

○山内委員 今、実は千葉の富里のほうに直営の農場を持っていまして、これはイオンさんも

持っているんですけれども、一応会社組織にして、うちの従業員がそこの農家さんの下に派

遣で行っているんですね。うちの従業員も何名か行って、地元の働いてもらえる方を雇用し

て、一緒につくってやっているんです。大根、キャベツ等なんですけれども。ただ、それの

販路をヨーカ堂は持っていますので、仮に大根が１万本できても、はけちゃうんですね。 

 多分、我孫子市内の農家さんは、ＪＡさんが主になると思いますけれども、私個人的には、
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やっぱりまず、地元のお店全てにアプローチする部署。それと、資料４の３ページの右側の

「主な取り組みの外部協力」という中に、「農家開設型ふれあい農園事業の推進」とあるんで

すけど、これ、言葉だけ見ると、要は市民の方にもちょっと参加してもらってというふうに

僕は捉えるんですけど、多分、幼稚園は幼稚園ごとに芋を植えたり芋を収穫したりってある

と思うんですよ。でも、多分、小学生以上になるとないですね。 

 一応、自分の記憶の中では、幕張店がずっと房総のほうで米を植えて、すごいブランドの

名前の米の方なんですけど、その方の協力を得て、春に田植えをして、秋に収穫して刈り取

りして、そこでちょっとしたバーベキューとかもして、最後おしまい。 

 多分、いろんなところから募集しているんですね。学校はもちろん、お店で「どうですか」

と募集をします。それと、企業さん。我孫子市で言えば、ＮＥＣさんのどこどこの部署とか

が参加していただく。あと、本当に自由に参加してもらえばいいと思うんです。規模的には

大体３０人前後で、あまり行ってしまうと畑が荒れてしまうのでだめなんですけど、でも、

多分そういうことをやっていくと、子供たちも興味を持つだろうし、小学生ぐらいになれば

判断できると思うんです。 

 恐らく、今、我孫子市の農産物って、量的にもそんなにないと思うんですね。それと、種

類はたくさんつくるんですけど、１０店舗には納品できない。だから、学校給食を見てもそ

うですけど、全学校には供給できないというふうになっているから、まずやっぱり量をつく

るものなので、それが仮に原価１０円だとしても、量をつくればカバーできるというものと、

種類でこだわって、レストランとかそういったところが使ってくれるものがあればという、

多分まず体系的なものがある。 

 スーパーとかいろんな企業には、協賛という形でいいと思うんですけど、参加してくれた

方に手土産を用意する云々というのは、市が用意するのではなくて、農家さんが用意するの

ではなくて、協賛型で持ち寄っていくらでもできるのかなと。それをイベントにしてもらえ

ば、店にも来てもらえるし、店もそういう商品を使ってメニュー提案ができる。 

 多分、「加工品をつくっています」、「農産物がとれています」、「学校給食をやっています」

というだけでは、もちろん就労者は増えないんです。増えないんですけど、次世代の子供た

ちに、農家さんをやらなくてもお手伝いはできるようなことがＰＲできるんじゃないかな。 

 うちの会社にも、もしそういうアプローチがあれば、いくらでも。こういうことがありま

すよと会社に登録すれば、ここに住んでいなくても、興味がある方はボランティアとして参

加できるというのがあります。 
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○熊田副委員長 さすがだなあ。ちばぎんさんも、何かありましたよね。６次産業の支援事業

というか。 

○白𡈽委員 端的に言うと、柏市のあそこはうちのほうで。お金をつけて、レストランをやっ

ているんですけど。 

○大炊委員 ｄａｉｃｈｉ。 

○白𡈽委員 ｄａｉｃｈｉの裏のほうですね。 

 今、お話がありましたけど、結局、生産と流通。生産があって、供給があって、流通があ

るわけなんですけど、それがうまくマッチしない。当然、生産するということは、需要と供

給で、要するに、持っていくところがなければ、たくさんつくっても結局余ってしまうとい

うことがあると思うんです。先ほど、山内さんもおっしゃられましたけど、セブンファーム

さんと、イオンファームさんと、あとモスファームさんなんかもやっているんですけれども、

あれはもうエンドが決まっていますからね。 

 逆に言うと、我孫子の規模だと、恐らくエンドが決まったものはできないんです。供給し

切れないので。やっぱりほんとに１町歩単位の農地がないとということになると、これを見

渡すと、田んぼ、米は可能性があるとは思いますけれども、恐らく畑でなるものは、そうい

った形で企業誘致をやるということは無理だと思います。 

 実は私、前にいた支店でもそういうことを考えていたんですけれども、そのときは、区画

が大体３，０００坪単位くらいだったんです。それだと、やっぱり企業として運営していく

のにはなかなか難しくて、企業誘致をするというところはちょっと難しかったです。効率が

あまりよろしくないんですよね。だから、企業誘致をするということに絞るのであれば、よ

ほどブランド化して付加価値を高めたものをつくっていかないと、恐らくコマーシャルベー

スでは難しいのかな。 

 あと、就労者不足で休耕地が増えているという問題は、これは当然、我孫子市だけではな

くて県内全体の切実な問題で、実は、私どもでも農業法人を昨年立ち上げて、休耕田を借り

上げて、関連会社で米をつくっているんですね。逆に続々と休耕地を提供してくれる方々が

増えてきて、先ほど、集約というお話がありましたけれども、そこがもしかしたら一つのポ

イントになるかもしれなくて、おやめになる方の農地ですとか休耕田を集約して効率がいい

ものにしていくということは、恐らく今後必要なのかなとは思います。可能性があるという

んですかね。うちのほうでも、まだビジネスには見合っていないと思います。恐らく採算は

とれていないので。ただ、やはりそういう動きが一つ出てくる。 
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 ちょっとこれはどうなるかわからないんですけれども、地方銀行のほうに、今の農業法人

の話じゃないですけれども、恐らく地域商社の業務というのが解禁される方向になると思う

んですね。銀行って規制があって、基本的に資本を出して会社はつくれないんです。ただ、

やはり今、法改正をして地域ごとにそういうものをつくる可能性が出てきているので、そう

いった可能性は多少出てきているのかなというのが、我々の業界ではあります。 

 ちょっと話があちこち飛んでしまったんですけれども、我孫子市でベースになる農業生産

額とか農業の就業者数はどれぐらいなんですか。我孫子市全体の産業に関する寄与度、農業

政策は大体どれぐらいなんですか。ざっくりでいいと思いますけれども。 

○大炊委員 生産率は低いんですよね。非常に。 

○事務局 具体的な数値は把握しておらず、この場ではお答えできませんが、農家一戸当たり

の農業算出額はとても低いです。 

○大炊委員 本来、産業といいますと、その市町村の比率的には結構上で多いんですけれども、

我孫子の場合は、農業生産量が少ないことは少ないですけれども、ほかにかわる産業がない

ところからそうなんですね。 

○白𡈽委員 そうですね、なるほど。 

 私の前任地は八街だったんですけれども、産業のうちの８～９割が農業なんですよ。そう

すると、農業をどうするかというのは切実な問題で、農政課さんともいろいろ話したり、ア

グリツーリズムの問題なんかもいろいろやったり。あそこは、具体的には千葉大の松戸の園

芸学部と提携を結んで、試験農場みたいなものをつくったり、その中でツーリズムをやった

りしていたんです。ただ、なかなかアグリツーリズムを企画するという規模でもない。一つ

は、特産品がないというのがやっぱり我孫子の場合、弱点と言ったらあれですけど。 

○大炊委員 そうなんですよね。八街ですと落花生が。 

○白𡈽委員 落花生より、お芋とかショウガとか根菜類が結構生産量が多くて、実は富里より

も我孫子のほうが、多分スイカの生産量が多いんですよ。同じくらいの感じで。あとはトウ

モロコシですとか。 

 基本的には、川がないのでお米はつくれないんです。川が市内に一本も流れていないので

水田がつくれない。だから、畑作のものしかないんですけれども、やはりどうしても地域特

性がありますね。こちらは規模的には小さいので、本当に近郊型の農業の中で小規模生産農

家が多いというのを、ひとつどうやって解決していくか。だから、逆に言うと、あちらは農

家の方が結構所得がいいんですよ。 



－8－ 

 

○大炊委員 単作なんですよね、つくっているものに関しては。 

○白𡈽委員 そうなんですね。だから、落花生農家なんかは、半年だけ落花生をつくって、半

年遊んでいるんですよ。それでも生活が成り立つ。 

 ですから、最近、成田空港なんかで風が吹くと砂嵐がひどいというのは、あれは冬に畑で

何もつくっていないからなんです。それで、落花生の土は粒子が細かいものですから、南風

が吹くと全部舞い上がっちゃって、あんなような状態になってしまう。 

○大炊委員 根菜類に向く土質ですよね。 

○白𡈽委員 そうです。だから、本当に規模と効率をある程度追求していくと、農家さんも実

はほどほどの収入が得られる。というのは、消費地が近いので。 

○大炊委員 そうですけど、やっぱり消費地が近いから、以前出稼ぎの文化がありまして、出

稼ぎするには多種類、多品目を持っていかないと商売にならなかったので、それもあります

し、我孫子の畑作の農地の形状が非常に小さいので、大量につくれないので細かにつくって

というような形態になっていますよね。 

○白𡈽委員 なりますよね。だから、それこそ先ほど山内さんがおっしゃった富里市のほうで、

Ａ－ＦＩＶＥという、ちょっとご記憶にあるかどうか、農業のファンドを国でつくって投資

したけれども、大赤字になっているとか、なっていないとか。香港だかで食べ物屋をつくっ

てすぐ潰れたとか、ああいうのが出ているんですが、あれの補助を受けている企業が実はあ

って、そこはそんなに規模が大きくないんですけれども、恐らく有機野菜だったと思うんで

すが、有機野菜をある程度の規模、そんなに大きくない規模でつくって、都内の富裕層にダ

イレクトにマーケティングをしているんです。それは農業基金を使っているんですけれども、

それなんかは、つくるものの付加価値を高めてダイレクトにマーケティングをする。規模を

追求しているのではないので、目指すべき可能性があるとすれば、そういうところかなと。 

 あとは、おっしゃられたように、ヨーカ堂さんなんかでも、多分、地元の農家さんとかの

要請があれば、お店に並べていただくような仕組みをつくっていただいているので。 

○大炊委員 インショップですね。 

○白𡈽委員 そうですね、インショップで。実は、県内のいろんなところにヨーカ堂さんがあ

るので、地元の支店の取引先なんかは、そういった形でお願いができるよと。大もとのヨー

カ堂さんを私、一時期担当したものですから、そういったお話をさせていただいたりとかも

ありますね。 

 だから、本当に先ほどおっしゃられたように、例えば市内の規模で生産したものを循環さ
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せるというのは、一番距離が近くてやりやすいというところだと思うんですけれども、その

企画をどこがやるかというところはあると思いますね。 

○大炊委員 現状、我孫子市内は、商業施設があって、ヨーカ堂さん含めて、カスミさんがあ

ったりとかする中で、どのスーパーさんもインショップをやってくださっているので、我孫

子市内の農業者さんは、直売所とそういうインショップのお店を何店舗か持っていて、朝、

順番に納品して回って、その総合的な収益が年間の収益につながっている。１カ所だけでは、

どうしても賄い切れないという現状がありますので。 

○白𡈽委員 多分、１カ所だと難しいと思うんですよ。それこそ、できるものは季節によって

とか土地柄によって限られているので、それを補完するシステムがないと恐らくお客さんが

来なくなってしまう。逆にインショップですと、地元でつくったものは地元でつくったもの

で扱って、補完するものが周りに並んでいるので、それは非常にいいなと思います。 

○大炊委員 ワンストップということですよね。 

○白𡈽委員 そうです。だから、酒々井のアウトレットの隣で農産物直売所というのをつくっ

たんですけれども、半年しかもたなかったです。周辺のところから農作物を集めて始めたん

ですけれども、そうすると、集められるものが偏っちゃうんですね。そこは九州の企業さん

だったかな、たしか同じように６次化ファンドを使ってやったんですけれども、９月にオー

プンして半年、１年ぐらいやったのかな。アウトレットにくっついてやったので、それなり

の集客があるだろうと行ったんですけれども、そう簡単にはいかなくて。やっぱりアウトレ

ットに来る層がそこに向くということがなかったというのもあったんですけどね。 

○大炊委員 来る目的が違うんですよね。だから、うちのほうでもイベントはいろいろやるん

ですけれども、そのイベントの目的によってお客様の目的が違いますので、イベントだけや

って帰られるというぐらいで、直売所があったとしても、どんな中身なのかなという感じで

は入っていただけますけれども、購買にまでは結びつかないという形ですよね。 

○白𡈽委員 そうですね、なかなか。 

○熊田副委員長 ファンドになるんですか。すごいですね。 

○白𡈽委員 一応、そういうファンドを６次化のために国がつくったんです。実は、消化状況

が非常に悪くて、それで当然、国の予算を取っているから消化しなければいけないという中

で、ああいう事例が出てしまったんだと思いますけどね。もちろんうまくいっているものも

あります。１０年間、無利息で出資するみたいな感じになっているので。 

○熊田副委員長 そういうことを考えると、やっぱり農政課の中でビジネスコーディネーター
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みたいな部署があるといいんでしょうね。山内さんのようなアイデアもあるし、ちばぎんさ

んでやっている取り組みもある中で、我孫子の特長を生かした、どういう取り組みをしてい

くか。 

○大炊委員 本当にそうですね。やっぱり農業者の視点だけではなくて、消費者側の視点に立

ったりとか、売り手側の立場に立って、農産物をどういうふうに売っていくのかという視点

で物を見られる方が入ると違うと思います。 

○熊田副委員長 結局、ビジネスですからね。 

○白𡈽委員 そうなんです。 

○山内委員 千住ネギってご存じだと思うんですが、ネギであれだけブランドになると、イト

ーヨーカドーもそうですけど、ネギのかき揚げをつくっているんですね。ほかよりも１００

円高いんです。普通、かき揚げって１５０円、２００円ぐらいのところを、２９８円、３０

０円ぐらいで売っているんですが、そこそこ売れます。１束で買うとすごく高いんです。３

００円、５００円するので。でも、食べたいというお客さんは、それを１つ買って食べてく

れるというのがあります。 

 周りの居酒屋さんとか料理屋さんも、千住ネギを使ったメニューがあって、ネギ焼きを３

００円とかで出しているわけですよ。だから、小売業だけじゃなくて、市内でとにかく全部

で盛り上げている。多分、我孫子ってそういうところじゃないかなと思うんですよね。 

 だから、子供から、外に働きに行っている人から、全ての人が我孫子のものを「いいんだ

よ」ってやっていかないと、外の人が認めてくれるというのはなかなか難しいと思うんです

よ。 

○白𡈽委員 そういうブランディングはやっぱり難しいと思いますね。 

○大炊委員 難しいですね。本当に、多品種つくっているものの中でブランド化って難しいと

思うんです。 

○白𡈽委員 はい、そうだと思います。 

○大炊委員 単品でやっていて、それをほかと差別化するためにやるんでしたら。 

○白𡈽委員 やっぱり農家さんの最大の悩みは、いいものをつくる自信はあるんだけれども、

それを流通させるすべを知らないという。 

○大炊委員 生産する能力は長けているんですけど、でも今、直売所関係で求められているの

は、生産と同時に自分の生産物をアピールする能力も必要になってきています。 

○白𡈽委員 当然、つくる人と、そういうのをマーケティングしたり売り込む人というのは、
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別なはずなんですけどね。なかなかそれが。 

○大炊委員 そうなんです。でも、今、その要素を全て農業者さんも学習していかなければい

けないような時代になっています。 

○白𡈽委員 ただ、なかなかやっぱり厳しいと思いますよ、正直。それは農業だけにとどまら

なくて、本当にいろんないいものをたくさんつくっている、例えば食品加工品なんかもそう

なんですけれども、それをＰＲしていくすべがないということで。 

 農作物とはちょっと離れるんですけど、我孫子の五味商店さんなんかは、いろんなものを、

我孫子だけじゃなく地方のものも売っていて、外にＰＲするという作業をやっているんです

けれども、農作物なんかもそういった試みがもしかすると。まあ、市内でもいいと思うんで

すよ。販路がうまくできれば、食べ物ですから循環させることができるのかなと。おっしゃ

られたように、やっぱり市内で循環させるのが一番輸送コストもかからないですし。輸送コ

ストがかかってしまうと、なかなか最後の売るところまでが難しくなってしまうというのが

ありますからね。 

○山内委員 我孫子市産となれば、価格じゃないんですね。多分、いい値段で売れると思うん

ですよ。お客さんにね。だけど、流通品になっちゃうと値段がちょっとね。 

○白𡈽委員 値段が安くなっちゃいます。 

○山内委員 我孫子市でとれていますっていうシールが張ってあるだけで、多分、価格競争に

は巻き込まれないと思います。 

○大炊委員 我孫子市産がいいものなんだというものを、まずつくり上げないと。お隣の橋を

渡ったうちのものとどこがどう違うんだとなったときに、やっぱり差別化、我孫子市産は特

別な野菜なんだというイメージを消費者に植えつけていくことが、非常に大事ですよね。 

○熊田副委員長 ということで、前回はこれは順調にしてしまいましたけれども、どうもこれ

は聞いていると、そうでもないのかな。 

○大炊委員 現状は順調に見えるんですけれども、先行きちょっと不安な部分が。 

○白𡈽委員 課題は多いと思いますよ。というのは、やっぱりそれが本当に難しい課題で、全

国的に悩んでいるというか。 

○熊田副委員長 なるほど。 

○大炊委員 先ほど千住ネギのお話がありましたけれども、その千住ネギと一般のネギと、ど

こがどう違うのかというのをちょっと知りたいです。 

○山内委員 肉厚でジューシーなんですね。水分が多いので。肉厚だから水分が多いんですね。
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一般のネギは、外に置いておいて、外側をむいちゃうんですね。大体１週間くらい置いちゃ

うと、ほぼ水分が抜けて、そのかわり腐らない、かびない。だけど、千住ネギはとってすぐ

ですから、かびやすい、傷みやすい。でも、それだけ早く売れるので、皮の一つ一つが歯応

えがあって厚い。 

○大炊委員 品種もやっぱり違うということなんですか。 

○山内委員 多分、違うと思います。深谷ネギまでいかないけど、ああいった種類だと思いま

す。ちょっとねっとり系ですよね。 

○白𡈽委員 中間みたいな感じでしょうね。 

 同じように、実は東金のほうの極楽寺というところの、何ネギだったかな。そこもネギが

ブランド化されていて、やっぱり出荷価格が高いんです。都内にほとんど出荷しています。

集荷組合なんかの取引もあって回ったりしていたんですけれど、そこはネギしかやっていな

いんです。ネギしかやっていなくても生計が成り立っちゃうんですね。 

○山内委員 ちょっと外れちゃいますけど、今、コンビニでもカットネギといって、袋に入っ

て売っていると思うんですけれど、あれって本当にお年寄りの男性が買っていくんですね。 

○大炊委員 ひとり暮らしの。 

○山内委員 はい。若者はほとんど買っていかないですね。要らない。食べないですね、あん

まりネギって、基本的に。 

○白𡈽委員 我々は薬味で使いますけどね。 

○山内委員 お年寄りは、みそ汁、豆腐。 

○大炊委員 もう定番ですよね。 

○山内委員 あれが非常に売れていまして。ヨークベニマルも今、隣まで来ているんですけれ

ども、ベニマルもうちもそうですが、あれの伸び率がすごいんですよ。毎年２００％伸びて

いるんです。白と、緑と、しらがネギと、いろいろ種類があるんですけど、用途が違って。 

○大炊委員 じゃあ、別々の袋詰めということですか。 

○山内委員 そうです。 

○白𡈽委員 確かに、１本で買って、自分でやるのは面倒ですからね。ちょろっとしか使わな

いから。 

○大炊委員 絶対残るんですよ。残って、次に使うまでにはもう傷んじゃいますからね。 

○山内委員 多分、マーケットを見ていくと、チャンスはいっぱいあるんです。我孫子市内で

も。 
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 僕の田舎は北海道なんですけど、特産物がニンジンなんですよ。ニンジンだけのサラダっ

て食べたことないと思いますけれども、ニンジンを大根のつまみたいに切っていただいて、

ニンジンに合うディップ、要はマヨネーズタイプのドレッシングで食べるとおいしいんです。

ニンジンはカロチンが高いから、健康を気にする人は食べてくれて。だから、本当にニンジ

ンでやっていこうと思ったら、いろいろあるんですね。 

○白𡈽委員 沖縄のしりしりなんかもそうですね、ニンジンだけで。 

○山内委員 ちょっと無理すればニンジンチップス。子供は嫌いだと思います。でも、ある程

度年齢がいった人は。 

○大炊委員 色はきれいですけど。 

○白𡈽委員 臭みがなくて甘いニンジンというのを、それこそ富里でつくっている農家がいて、

不思議ですけど、本当に真っ赤でおいしいんですよ。それなんかもブランドですよね。 

○山内委員 土の中に埋めていくものって、そんなに手間暇かからないですね。草取りだけで

いいんですよ。虫がついてもね。上になるものは虫がついちゃうので、なかなか大変だと思

いますけど。だから、やっぱりそういう特産物があれば。 

○白𡈽委員 あればいいですよね。根菜なんかは半年ぐらい土の中に埋めておくと、より甘く

なって、秋とったものを平気で春に出荷していますからね。 

○大炊委員 冬場の寒さを経験すると、自分たちで身を守るために甘くなって、糖度が上がる

んですね。 

○白𡈽委員 そうですね、糖度が上がるみたいですね。最初、「これ、何を掘っているんです

か」、「ニンジンを入れるんだ、今から」って。「冬を越さすんですか」と言ったら、「そうな

んだよ」と。甘みが出るって。 

○大炊委員 甘味が出ますからね。今までのお話を伺っていますと、どうも我孫子の地形から

すると、広い農地は確保できないので、単品の名産品はちょっとできないところなんですけ

れども、やっぱりどうしても多品種をつくっていかなければいけない中で、我孫子のブラン

ド力、地域、我孫子でというところが一番ポイントになるのかなと。農業技術もそうでしょ

うし、何をつくっているかということで、ほかの市町村と違うんだというところを打ち出し

ていく。 

○白𡈽委員 つくるに当たって、何か最低限の基準みたいなものをつくって、何をつくるにも

その基準を守ってやっていますよみたいな形でブランディングして、その物をブランディン

グするというより、我孫子でつくっているということをブランディングしていく。 
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○大炊委員 我孫子をブランディングするような。 

○白𡈽委員 そうです。そうなのかなと。 

○大炊委員 以前、鎌倉野菜という名前で、そこでとれたものはみんないいものだという感じ

で。 

○白𡈽委員 鎌倉野菜と言ってやっているレストランなんかもありますよね。京野菜とはちょ

っと違うんですけど、似たような、あまり見たことのない珍しい野菜が多かったですよね、

たしか。 

○大炊委員 そうすると、ちょっと変わった野菜もつくっていく必要があるのかな。 

○白𡈽委員 まあ、気候が合えば。 

○大炊委員 そうですね。 

 基準があってというお話がありましたけど、今、エコ栽培に取り組むという形で、一般的

な栽培よりも低農薬とかいうことで、全市的に取り組んでいこうという動きはやっています

ので。 

○白𡈽委員 それをブランドのかなめとしてもいいと思うんですよね。低農薬で体に優しいで

すとか、環境に優しいですとか。我孫子産というシールがついているのは、そういうような

野菜なんだということで、それだったらいろんな種類で、複数でできますよね。 

○大炊委員 そうですね。 

○熊田副委員長 これを見てみますと、遅延事業の８番と１０番、それから１２番と１３番で、

どれも共通しているんですよね。達成しているところを見ても、やっぱり共通している感じ

です。だから、そういうことを考えると、ビジネスコーディネーターみたいな人が農政課に

いて、この遅延事業をまとめてみると、多分、傾向が見えやすいのかもしれないですね。 

○大炊委員 遅延の原因が同じなんですよね。 

○白𡈽委員 同じですね。そういうことだと思います。 

○大炊委員 そうなんですね。そこを直すとみんな直っていくんじゃないかな。 

○熊田副委員長 そういうことですね。 

○白𡈽委員 収量と流通の問題のような気がしますけどね。 

○大炊委員 現状、達成となっている「農業拠点施設で販売供給する我孫子産農産物の新開発

の加工品数」というのもありますけれども、確かに加工品数はあることはあるんですが、そ

れが売れ筋商品であるかということとは、またつながらない話で。 

○熊田副委員長 そうですね。 
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○大炊委員 そうなんですね。それが産物になり得ていないというのが現状ですので、そこも

同じように、我孫子にしかないみたいなものを今後開発する必要はあるというような現場の

声はありますけれども、なかなかそれが現実にできてこない。 

○熊田副委員長 そうしたら、これは達成事業が３つに対して遅延が４つというところを見て、

前回、順調という評価をさせていただきましたけれども、大炊さんの気持ちを非常にしんし

ゃくして、順調とは言えないと言っちゃいましょうか。 

○大炊委員 それは将来的に。現状は数字的には達成しているようだけれども、今のままだと、

それが必ずしも継続していけるかどうか心配がありますということです。 

○熊田副委員長 評価は、別に今からでも変えて大丈夫ですね。 

○事務局 はい。 

○熊田副委員長 じゃあ、順調とは言えないと言うと、非常にマイナスのように思えますけれ

ども、そういった参考意見を中心に紹介していただければと思います。 

○大炊委員 順調に近い順調とは言えない、みたいな。 

○熊田副委員長 そうですね、順調に近いとは言いがたいと。２．５ぐらいとかね。 

 きょうは、前回できなかった基本目標２番ですね。４ページ目のほうになります。「あびこ

の魅力があふれ、にぎわいを生むまちづくり」というところです。これについて、４ページ

から５ページ、それから、きょう門脇さんがいないですけれど、６ページについて評価をし

ていきたいと思います。 

 「定住促進につながる取り組みの充実」というところで、事業名が１５番から１７番、「若

い世代の住宅取得補助金申請受付件数」と「住宅リフォーム補助金活用件数」、それから「メ

ディア（新聞）で取り上げられた回数」というところです。こちらは、目標値がそれぞれご

ざいますけれども、「住宅リフォーム補助金活用件数」だけ、目標の２００に対して１８３と

いうところで、これは遅延という見え方をしていますけれども、ニーズといいますか、難し

いところですね。 

 これはどうでしょう。１５番については、１３８％達成というところもあるので、比較的

周知もされているし、利用もされているというふうに見ていいのかなと思います。 

 新聞で取り上げられた回数というのも、ちょっとわからないです。この辺は多少ですけど。 

○白𡈽委員 これは、メディアの中に千葉日報も入っているんですよね、多分。 

○事務局 入っています。 

○白𡈽委員 ここ１週間くらいで何回か出ていますよね。二、三回出ていたような気がする。 
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 補助金は、両方とも機構の借り入れか何かとセットでやっているやつでしたか。 

○事務局 リフォームのほうは、それもあります。 

○白𡈽委員 そうですよね。機構の人がうちに来てから、我孫子市に行くなんて言って行った

のがあったような気がしたので。 

○事務局 もともと制度は昔からあったんですけれども、去年から機構と協定を締結していま

す。 

○白𡈽委員 借り入れと併用で。使えばいいと思うんですけれどね、こういうのは。 

 メディアで取り上げられるというのは、こっちからアプローチすることが多いのですか。

それとも向こうが。まあ、当然アプローチしないと向こうもね。やっぱりしますよね。 

○事務局 そうですね、やっぱりアプローチします。月一の記者会見や、あとは何か宣伝とか

ＰＲしたいものとか、そういう取り組みがあれば、その都度記者クラブへ送るといった形で。

こちら発信のものを取り上げてもらうという形のほうが多いですね。 

○白𡈽委員 当然、向こうも話題性があるかとか、そういうのは選ぶでしょうけど、これは発

信する側の担当者の裁量によってすごく変わってきませんか。 

○事務局 そうですね。 

○白𡈽委員 お恥ずかしい話ですけれども、うちもそんなような状態でして、最近、二、三年

ぐらい前から非常にメディアに出る頻度が増えているんですけど、やっぱりうちの側から発

信しているものが多くなっているんですよ、企業サイドから。当然それがメディアに載る、

載らないというのもありますけれども、ある意味で、発信するサイドが何でもかんでもとい

うことではなくて、長いスパンで戦略を持って発信していかなければ意外といけないんじゃ

ないかなとちょっと思いますね。 

 この間も二、三日前に、何でしたか、市長が女性を何かに任命したと。ＰＲ大使かな。 

○事務局 元Ｊ：ＣＯＭの。 

○白𡈽委員 そうそう。元Ｊ：ＣＯＭのアナウンサーだ。 

○事務局 ＰＲサポーターに任命しました。 

○大炊委員 茂木さんですね。 

○白𡈽委員 ああ、茂木さん。そうだ。 

 せっかくＮＨＫでやっているんだから、嘉納治五郎は亡くなっていますけど、もうちょっ

と話題になればいいと思うんですけどね。 

○大炊委員 この前、我孫子市全体で「アド街ック天国」の取材があったんです。１２月の頭
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ぐらいに放送予定ということで、うちのほうも取材されました。 

○事務局 それは初耳です。 

○白𡈽委員 ご存じじゃないんですか。私、知らなかったです。 

○大炊委員 秘書広報課さんのほうからの情報がありまして、２８日に新米フェアをやったと

きに、「アド街ック天国」の取材がありますということで、７チャンネルですよね。 

○白𡈽委員 ９月の２８日ですか。 

○事務局 これから取材ですか。 

○大炊委員 いえ、もう受けて終わって、あと放送が１２月の頭の土曜日というようなことを

聞いています。 

○事務局 この間、印西市をやったばかりですね。 

○大炊委員 そうみたいですね。 

○白𡈽委員 印西市、やりましたね。住みやすいまちで。 

○熊田副委員長 商工会のほうに結構情報が行ったみたいですよ。 

○事務局 同じように、ああいう何箇所か回ってやっていると。 

○大炊委員 ランク２０位を紹介するという形みたいですね。 

○白𡈽委員 いろいろやりますね、お店とか。１位は何なんですかね。手賀沼ですか。（笑声） 

○大炊委員 手賀沼にある親水広場は、結構時間をかけて取材していらっしゃいましたよ。 

○白𡈽委員 そうでしょうね。鳥の博物館とか親水広場とか入れていかないと、埋まらなくな

ってしまいますからね。 

○大炊委員 あと、定番の白樺文学館とか、ああいうようなところでしょうね。 

○事務局 商業施設ではヨーカ堂さんなんでしょうね、きっと。 

○白𡈽委員 そうですね。 

○事務局 別の事業で、総合計画のほうのアンケートで、我孫子駅周辺の小・中学校の子供た

ちに聞くと、「ヨーカ堂があるから商業施設は充実しています」、「我孫子市には２つもある

んです」と。 

○大炊委員 そうですね。普通１つですものね。非常に市内に集約してスーパーさんがありま

す。カスミさんもそうですし。 

○熊田副委員長 リフォームのほうは遅延ということになっていますけれども、これに関して

はなかなか評価が難しいというところもありますので、１５番から１７番については順調と

いうことでよろしいですかね。 
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 続けて１８番ですか。「大学・企業と連携したまちづくりの推進」というところで、「相互

連携事業の取り組み数」と。これが、目標値が「増加を目指す」というところで、増えてい

るので達成ですよと、こうなっていますね。 

 これは、企画課じゃないですか。 

○事務局 そうです。これは渉外担当が行っています。 

○熊田副委員長 目標値がないのは、何かあるんでしたか。 

○事務局 「増加を目指す」という形にしているということですよね。ここも、ほかの課でど

ういう取り組みをしているかというのが、全体的に把握できていないといったところもあり

ます。策定当時はなかなか数が読めない中で設定したというところがあり、まずはそれを１

つでも２つでも増やすことから始めましょうというところで設定しました。ですので、「増

加を目指す」という目標にしています。 

○熊田副委員長 これについては、新目標のほうは、またちょっとコメントがありそうですね。 

○事務局 そうですね。指標の変更希望が挙がっています。 

○熊田副委員長 であれば、後に評価というか、お話しするとして、今時点でそういうことで

あれば、増加しているということで、１８番に関してはいいのかなと。 

 続けて、１９番、２０番も同じ評価内容になっています。こちらのほうは、「大学・企業と

連携したスポーツ教育の振興」というところになっています。こちらも「増員を目指す」と

いうところですが、増減なし。それから、「総合型地域スポーツクラブの会員数」が、８００

人目標のところが４９１人と。基準値からすると１９％増えていますけど、目標には到底達

していないというところですね。 

 これは判断が難しいところですけど、何かコメントがある委員の方、いらっしゃいますか。

文化・スポーツ課の事業になりますけど。 

 このままいくと、恐らく８００人の会員数というのは達成しないでしょうね。そうなると、

この８００という数字をどういうところから持ってきたのかがポイントになってくるのかも

しれないですけど。 

○大炊委員 企業も入っていますけれども、企業って例えばＮＥＣさんとかですか。 

○事務局 そうですね、そういったところも。本来、理想としては、大人から子供まで様々な

年齢層が加入しているスポーツクラブをつくり、そこでコミュニティの醸成を図っていくと

いうのがそもそもの総合型地域スポーツクラブの意義ではあるのですが、今現在だと、高齢

者の方々の団体がやっているスポーツクラブという現状になってしまっているということ
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です。 

 以前は、大学生が何人か入って、一緒にスポーツをやっていたスポーツクラブもあったよ

うで、さらに大学生の会員を増やそうと考えていました。しかし、高齢者とのつながりがあ

った大学生が卒業したら、そこでつながりが途切れてしまったんです。それ以降は、ずっと

高齢者の方々が楽しむクラブになってしまって、なかなか大学生が入る余地がないといった

ところがありました。 

 こちらは文化・スポーツ課の課長が小学校の校長先生とお話しして、今度は学生をメイン

にした新たなスポーツクラブの設立準備に向けて動いているところなので、ようやく、若者

を巻き込んだスポーツクラブというのができ上がるかなというところではあります。 

○大炊委員 今、ラグビーのワールドカップが始まったので、結構、日本でラグビーに関心が

持たれてきている中で、ＮＥＣのグリーンロケッツさんも、例えばラグビー教室みたいなも

ので小・中学校のお子さんたちに体験してもらって、興味を持ってもらうというような形は

どうなんでしょうか。 

○事務局 タグラグビーという、体をぶつけないで、体につけたタグを取るという子供向けの

ラグビー教室をイベントとして開いているのですが、定期的に小中学校向けにというのはま

だやっていません。こういう盛り上がりと合わせて定期的に実施するのも良いと思いますね。 

○大炊委員 地元企業にラグビーをやっているところがありますので。 

○事務局 そうですね。 

○白𡈽委員 あまり見かけることもないですよね、街中で。変な話ですけれども、露出がね。

シーズンとか、いろいろあるんでしょうけど。 

 それこそ、この前までラグビーのドラマもやっていましたけど、あんな感じでボランティ

アをやったりとか、そういうのもできる。できるというか、こういうのがあればきっかけに

なるでしょうし、意外と市内にグリーンロケッツを応援なさっている方っていらっしゃいま

すよね。 

○大炊委員 今、本当にサッカーがメジャーになってきましたけれども、そのメジャーになる

きっかけが、やっぱりサッカーの世界的なワールドカップがあったことからどんどんと発展

してきたような感じもいたしますので、せっかくのラグビー熱があるうちに、ちょっと取り

組んだらいかがでしょうか。 

○白𡈽委員 熱があるうちにね。 

 県内に練習場を設けているのは、たしか何チームかありましたよね。もう１個、印西かど
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こかにあった。ＮＥＣだけでしたっけ。 

○事務局 トップリーグでは、多分ＮＥＣだけかと。 

○白𡈽委員 トップリーグではＮＥＣ一つだけですかね。 

○事務局 ＮＥＣの選手も、プロ契約をしていないから、なかなか時間的な問題で表には出な

い。そんなに市民とはやらないですね。 

○白𡈽委員 そうなんですね。やっぱりプロ契約はなくて、働いているんですか。 

○事務局 プロ契約はＮＥＣはしない方向性なので。 

○白𡈽委員 じゃあ、あそこは我孫子が中心なのでしょうけど、工場で働いていて、そうする

と、オフなんかも自分の時間も確保しなきゃいけないでしょうし、練習もあるでしょうし、

なかなか難しいですね。まあ、とはいえという感じはするんですけどね。 

○事務局 それが、企業イメージにもつながるのはたしかでしょうから。 

○白𡈽委員 そうなんですよね。だから、まちの行事とかで、去年あたりも八坂神社のお祭り

に来るよといって、結局来られなくなりました。年末の警察の出陣式には２人ぐらい来たか

な。 

○熊田副委員長 そうすると、ここは３つの事業に対して、１達成の２遅延というところで、

達成している企画課のほうは、これから少し見直しも入るというところもありますが、文

化・スポーツ課主管のほうは、結局、基本目標の目的が「あびこの魅力があふれ、にぎわい

を生むまちづくり」というところなので、ぜひともここは遅延のままではまずいなと思うの

ですが、どうでしょうか。順調とは言えないと言ってしまったほうがいいのではないかと思

いますが。もしくは、ＫＰＩとか事業名を再度考え直さないと、評価がしづらいと思います

ね。 

○白𡈽委員 しづらいですよ。もやっとしていて、よくわからない。 

○熊田副委員長 もやっとしていますよね。わからないですよね、これ。 

○白𡈽委員 何ができたら達成なのかにもよる。会員数がということでしょうけど。 

○熊田副委員長 会員数が増えればにぎわいを生むまちづくりにつながるのかも、よくわから

ないんだな。そこを言っちゃうとあれなんだけど。 

○白𡈽委員 大学生の会員数が増えることがいいのかどうかというのもね。ある意味で大学生

って――でも大学と連携してというテーマか。 

○大炊委員 先ほどありましたように、やっぱり交流するのは人と人ですので、大学生が４年

たって卒業してしまうと、その人との交流なので、新たになってくると、また一からになっ
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てしまいますからね。 

○白𡈽委員 だから、本当は世代間の断絶がない、地元に住んでいる人たちのグルーピングみ

たいな、スポーツ交流みたいなものがいいのだろうとは思います。そこに大学生が加わって

くるという。大学生をメインにしてしまうと、おっしゃられたように４年ごとに必ず入れか

わってしまうので。 

○大炊委員 そうですよね。卒業した人でも一部残ってくださって、新たにという感じで少し

ずつスライドしながらだと、まだ親近感があって続けられるところですよね。 

○白𡈽委員 あるいは、本当にそういったところをテーマにしたクラブ活動みたいなものをや

って、後輩が入ってくると、必ずうまくラインで引き継げるみたいなものが。うちの息子が

やっていたのは、石垣島のボランティアをずっと代々連綿と続けていて、十何年も二十年も

やっているというような形で、結局、後輩たちが同じ活動をしているので、必ず続いていく

わけですね。 

 要するに個人ベースでやっていくと、おっしゃられたように４年たつと抜けてしまうので、

ある程度、学校の中のクラブ活動みたいな仕組みの中で、先輩後輩がいてラインができてい

くというところを目指さないと、流れをつくっていくのはやっぱり難しいでしょうね。 

○大炊委員 そうなると、人数ではなくて、組織数みたいなものが指標になってくる。 

○白𡈽委員 くるでしょうね。そうだと思いますね。 

○熊田副委員長 そうすると、きょうお配りいただいている資料１の２ページ目なんですけれ

ど、こちらが令和３年度、新目標値のほうですね。これが変わらないんです。修正が難しい

ので、「増員を目指す」というところにすると。 

 それから、下のほうもそうなんですね。８００人のまま、同数を設定しますと言っている

んですけれども、その１行上を見ると、企画課のほうが、変更するに当たっての問題点とか

アプローチとか、ちゃんとなっているんですよね。こういうのを見ると、企画課で１９番も

２０番も巻き取ったらいいんじゃないですか。（笑声） 

○事務局 先ほど申し上げたとおり、今、文化・スポーツ課長が、力を入れて組織立ち上げに

取り組んでいますので、逆に、今おっしゃったように指標を組織数にするとか、何を目指し

ているのかをきちんと読み取れるように、指標そのものを少し変更するとか、そういったと

ころを調整してみたいと思います。 

○熊田副委員長 わかりました。では、その意味合いも含めて、３番は順調とは言えないとい

う評価をさせていただければと思います。 
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 最後になりますけれども、６ページ目です。「あびこの魅力発信の拡充」と「地域資源を

活かしたにぎわいの創出」というところで、きょうは門脇委員がいませんが、「シティーセー

ルス動画へのアクセス数」と、それから「手賀沼沿いの交流空間となる施設の入場者数」。ま

ず、シティーセールスのほうは、３万回の目標値に対して３万７，０００回いっていますの

で、一応達成というところです。 

 実績値として２８年から２９年の伸びがものすごいんですけれども、２９年から３０年が

それほどでもない。こういうのは、秘書広報課では何かコメントが出ているんですか。 

○事務局 そこについての分析は、出ていません。 

○大炊委員 むしろ高どまったというような感じでしょうか。 

○熊田副委員長 そういうことなんですかね。 

○大炊委員 今までほとんど着手できなかったところが、シティーセールスできるようになっ

て急増して、それが落ちついたというような感じに見えますけれども。 

○事務局 あとは、ちょっと推測になってしまうんですけれども、Ｊ：ＣＯＭが収録した花火

大会をＹｏｕＴｕｂｅチャンネルとして流していて、それは比較的アクセスが高いと聞いて

いるので、それが影響しているかもしれません。 

○山内委員 見られるようになったんですね。 

○大炊委員 それがちょうど２９年から。 

○事務局 かもしれません。次回までに理由を確認します。 

○熊田副委員長 先に２２番のほうを並行してみますと、こちらのほうは４２万人の目標値数、

入場者数に対して、４６万人となっています。こちらもかなりぽんと上がった年があります

けれども、これはどうですか。実感はございますか。 

○大炊委員 以前は知りませんけど、２９年度に親水広場、水の館のリニューアルも同じ年度

ですので、それまでは年間このくらいの数字だったのが１０倍ぐらいに上がったという話は

聞いています。やはり施設をきちんと整備したおかげだと思います。また、今年度、じゃぶ

じゃぶ池も整備したので、若い世代が増えてきたというのは、実感はあります。 

○白𡈽委員 前はどんな感じだったんですか。私は今のリニューアルしてからしか知らないん

ですけど。 

○事務局 県が運営していたときは、今１階の直売所になっている部分は、大きな水槽を並べ

てミニ水族館みたいな感じで、手賀沼に生息している魚や水草などの展示や、手賀沼の現状

についての説明板があったり、そういった水環境啓発施設として運営されていました。 
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○大炊委員 駐車場もかなり狭かったですよね。 

○事務局 そうですね。駐車場は、水の館の手前ですね。県道船橋我孫子線から入る第２駐車

場もありますが、少し遠いです。 

○白𡈽委員 じゃあ、奥がなかったが、そこを広げて広場も整備してという感じなんですかね。 

○事務局 そうですね。さらにじゃぶじゃぶ池も整備しました。 

○大炊委員 初年度はリニューアルしたことをまだご存じない市民の方もたくさんいらした

中で、徐々に増えてきてという形で。３年目になって結構周知できてきているのかなという

ところですけれども。 

○熊田副委員長 そうですよね。これからだと思います。 

○白𡈽委員 いろいろ使われる機会も増えてきていますからね、あの広場の周りも。 

○熊田副委員長 では、２１番、２２番に関しては順調という評価でよろしいでしょうか。 

○各委員 はい。 

○熊田副委員長 これで基本目標１、２の今年度の評価をまずさせていただきました。次に、

資料１と２のほうを掘り下げて見ていきたいと思います。 

 １番に関しては、最初に事務局から説明がございましたとおり、期間延長というところが

ございますので、新しい目標値が主管課のほうから出てきております。右から２番目の新目

標値というところになっております。ここについて妥当なのかどうなのかというところを、

コメントを交えながら少し掘り下げていきたいと思います。 

 基本目標１、「あびこを支える産業を応援し、いつでも働けるまちづくり」。「産業の活性化

に向けた支援」というところで、「産業拠点創出事業の取組み地区数」、こちらは、令和３年

度も１地区、現在取り組んでいる「柴崎地区」を重点的に進めるとなっています。 

 ２番、「空き店舗補助制度を活用した出店数の累計」、これについては、主管課より次行の

指標への変更希望がありますと。商店街活性化補助金（案）を活用した事例件数。事業概要

が、商店街団体の商業活性化に資する４つの取組みに対して、補助対象経費の一部を補助す

る。 

 ４つの取組みというのが、計画策定、活性化取組み、施設整備、街路灯維持と。目標値は

まだ未定ですということです。変更理由としては、空き店舗解消対策については、令和２年

度から施行予定の「我孫子市商店街活性化補助金」へ統合予定であるためですと。なお、新

制度の下では、個店が空き店舗へ出店した場合の補助は行いませんと。 

 ３番目の「ふるさと産品」については、もともとの２６品目標が２年延長するので、２品
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目追加というところで２８品目というところになります。 

 さて、この辺についてはいかがでしょうか。 

○白𡈽委員 ２番は、結局補助制度が変わるので変えざるを得ないということですね。 

○事務局 そうですね。もう指標として読むことができなくなってしまいます。 

○白𡈽委員 個別の店舗から商店街という団体への補助金に切りかわるということですよね。 

○事務局 そうです。あくまで対象が商店街の取り組みに対して補助をしていくということに

変わります。 

○白𡈽委員 ちなみに、商店街として認定されている数はどのぐらいあるんですか。 

○事務局 私が４年前に商業観光課にいたときは、２０ありました。ただ、それも今は名前だ

けのところとか、街路灯だけ維持しているみたいなところもありますね。 

○白𡈽委員 ええ、ありますね。 

○事務局 なので、商店街としてお祭りやイベントを主催したり、精力的な取り組みができる

商店街となると、その半分、１０あるかないかぐらいになってしまうかと思います。 

○白𡈽委員 そうかもしれませんね。会費だけ集めているだけという商店街もありますもんね。 

○事務局 そうですね。 

○大炊委員 一旦シャッター通りになってしまうと、復活がかなり難しいというお話は聞きま

すね。 

○白𡈽委員 難しいと思いますね。 

○山内委員 逆を返せば、シャッター通りの中に個人で出ても明るい兆しはないという判断は

正しいと思います。 

○白𡈽委員 ということなんでしょうね。正しいと思います。 

○山内委員 ちょっと厳しいですよね。 

○大炊委員 商店街は、後継者不足でシャッター通り、お店を閉めざるを得ないというところ

がありますよね。 

○白𡈽委員 あると思います。ですから、我孫子の南口なんかもぽちぽち閉めちゃっていると

ころがね。たしかこの間も小柳さんのところなんかも、お肉屋さん、やめちゃって。 

○大炊委員 やめちゃいましたか。 

○白𡈽委員 やめちゃいました。先月末かな、先々月末かな。やっぱり後がいなかったんじゃ

ないかな。 

○大炊委員 八坂神社の下の通りも以前はいろいろ商店があったんでしょうけれども、うなぎ
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屋さんが何店舗か残っているぐらいですね。 

○白𡈽委員 そうですね。２店舗あって。多分あそこは恐らく道路が開通していくと、市のほ

うで随分力を入れてやるようなイメージだったと思うんですけどね。 

○事務局 そうですね。 

○白𡈽委員 あれを一方通行にしてお店をちょっと。今の状況だとなかなか歩けないですから。 

○事務局 その辺りを例えばインターロッキングにするなど、観光地のようなつくりにできな

いか検討しています。 

○白𡈽委員 そうですね。下まで、手賀沼公園までうまくというようなことは考えていらっし

ゃるみたいなので。 

○大炊委員 手賀沼公園の景色というのは、都心にこれだけ近くても非常にきれいだというこ

とで、うちのほうでもインバウンドで誘致しようみたいな話がないわけでもないところで。 

○白𡈽委員 いろいろなサウンディング調査もやっています、あの辺は。カフェをつくろうと

いうことで。公園の中にカフェと。 

○大炊委員 旧跡地はまだ決まっていないんですか。 

○事務局 最初の１回目の応募がだめになって、今、２回目の募集に向けて動いています。 

○白𡈽委員 なんか、一件手を挙げそうなことをちらっと聞いてはいますけど。 

○大炊委員 市内の方ですか。 

○白𡈽委員 市内の方。 

○大炊委員 あそこに出店するにはやっぱりいろんな条件があると思うんですけれども、具体

的にどういうことが条件ですか。 

○事務局 観光施設誘導方針という、あのエリアでお店を出すならこういうお店にしてくださ

いという方針を商業観光課で策定しています。それに合致したものでないと出店できないと

いう縛りはあります。ただ、レストランやカフェなどの飲食店はできます。 

○白𡈽委員 そうですね。観光関連と飲食と。コンビニもオーケーだったみたいなんですけど、

コンビニは出ちゃったんですね。 

○大炊委員 出ちゃっていますね。 

○事務局 ローソンが。 

○大炊委員 ええ、ローソンが。結構広い敷地ですよね。 

○白𡈽委員 コンビニはなぜかオーケーなんですよと言っていましたけど。要するに用途地域

が限られているので、出店できるものが。物販メインだと出せないんですね。 
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○大炊委員 でも、手賀沼の景色を眺めながらの飲食施設というのはいいような感じがします

けどね。 

○白𡈽委員 そういうのはオーケーなんです。 

○熊田副委員長 なるほど。その補助事業が２番に入ってくるのかな。 

○事務局 商店街エリアを落とし込んだ地図で見ると、あの辺りは商店街の範囲外だったかも

しれません。 

○白𡈽委員 外ですね。 

○事務局 もしかしたら、あの辺りの店舗が商店街に加入していないため、商店街エリアに入

っていないだけかもしれません。商店街に加入すれば、エリアの範囲になるのかもしれませ

ん。後日確認します。 

○熊田副委員長 そうすると、２番に関しては、新しい取り組みに変更というところなので、

そういうことにも少しなってくるのかなと。目標値が見えてきてから少し議論を深めたほう

がいいのかなと思いますね。 

 ３番については、ふるさと産品の品数が、年数が増えたから２品目増やしますというよう

な見え方でいいんですかね。 

○大炊委員 ということは、増やすということは、現状のものも現状維持しつつということだ

と思うんですけれども。今までふるさと産品だった業者さんが撤退されたりとかの中で、増

やしていくことが現実的に可能なのかというのと。ふるさと産品には、やはりある程度お金

を出して会員になるという話も聞く中で、それを継続していくのが可能なのかという問題も

あると思います。 

○熊田副委員長 この間聞いたんですけど、我孫子の野菜を使ったハリオンさんのカレーがふ

るさと産品に登録されたと言っていました。 

○事務局 季節に応じて、旬の野菜を使ったカレーというのが登録されました。 

○大炊委員 それもふるさと産品に。 

○熊田副委員長 なったらしいです。そういうのがあるんだと思って。 

○大炊委員 メニューとして何か。 

○熊田副委員長 もともと週がわりか何かで、我孫子のトマトとかナスを使った日がわりカレ

ーみたいなのはやっていたんですけど、それがふるさと産品に正式に登録されたのでと言っ

て。 

 大炊さんのところはお弁当を出されていましたよね、水の館で。 
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○大炊委員 水の館にハリオンさんがチキンカレーを出してくださっています。 

○熊田副委員長 ここは以前は品数を増やすというよりも、何か目立つ商品をというような話

もあったかとは思いますけれども、所管課でも考えているところがあるということなのでし

ょうね。 

○白𡈽委員 これはもう少しＰＲしたらいいと思うんですけど、どうなんですかね。 

○事務局 市からは４０万円をふるさと産品連絡協議会という組織に補助金として支出して

いて、協議会ではそれをＰＲ活動などに充てています。三つ折りのリーフレットや出張販売

用ののぼり旗をつくってＰＲしているくらいだったかと思います。 

○白𡈽委員 そうなんですよね。最初に赴任したときに、結局我々は異動が伴うので、餞別な

んかをもらったりすると、新しく赴任したところのものを送ったりするわけですけど、よく

わからない。とりあえず、前にアビシルベがあるので、アビシルベへ行って、「何かありま

すかね」とか言って話したんですけど、ちょろちょろっとは置いてありますけどね。そうか、

二十いくつあるのかと、これを見て私も初めて知ったんですけど。やはりわからないという

のが正直なところ。 

○事務局 残念ながら、認知度は非常に低いかもしれません。 

○白𡈽委員 そうですよね。一つ一つは試してみると非常にいいと思うんです。だから、もう

少し認知度を高めるといったら変ですけど、ＪＲさんに協力してもらって駅前のところに何

かうまくＰＲできるものを設置するとか。できるかどうかはわかりませんけれども。また、

前の話になって恐縮ですが、八街市の場合は八街駅のところにそういった市のＰＲをするス

ペースがあったんですよ。そこに市内の産品ですとか、そういうものをディスプレイしてや

るという試みもしていましたけどね。 

○山内委員 鎌ケ谷はヨーカドーがあるじゃないですか。お店の３階にきららホールというの

があって、そこにガラスケースで鎌ヶ谷の特産品をとりあえず陳列してあるんです。だから、

あのホールに来た人はとりあえず見るようになっているんです。そこにそれぞれのパンフレ

ットも置いて。でも、そこそこあるんですね、あそこは。梨、ワイン、ソース、お菓子など

あるので。 

○大炊委員 産物があるからですよね。 

○山内委員 でも、まず市の施設に置く。子育て支援センターがあって、市民プラザがあって、

というところに入って。 

○白𡈽委員 全てわかるものがあればいいんじゃないかなと。当然、生のものとかだと飾れな



－28－ 

 

いので、写真とかでも何でもいいですけど。 

○山内委員 ボードでもいいと思います。 

○白𡈽委員 そうですね。一覧で見られるといいのかな。 

○山内委員 全部置き切れないんだったら、シーズンごとに入れかえてもいいのかな。 

○白𡈽委員 そうですね。入れかえていくとか。 

○山内委員 この前、久々に市民プラザへ行ったら、そういうのが何もないんです。案内のパ

ンフレットだけで。例えば真ん中に円形のガラスケースがあって、「今月はこれをお勧めし

ています」みたいなものがあれば、「何？」と思うじゃないですか。それがやはりないんで

すね。 

○白𡈽委員 ないですから。当然、認知度が高まれば売れるでしょうし、売れればまたいろん

な広がりが出てくるでしょうし、何しろ知ってもらって売れないことには、先行きがという

問題もあるでしょうし。 

○山内委員 １社だけやると、多分またクレームがいってしまうから。 

○白𡈽委員 そうですね。だめでしょうから、全部順番にやるとか。 

○山内委員 順繰りにやるよみたいな感じにすれば。せっかくレモンバームもつくったのに、

全然認知度が上がってこないんですよ。 

○白𡈽委員 そうですよね。レモンバームも認知度が上がってこないですからね。何か賞を取

ったといっても、取っただけで。 

○山内委員 あそこに行かないとわからないです。 

○白𡈽委員 わからないですから。お店に行かないと。 

○大炊委員 ふるさと産品が一堂に会するようなスペースがあって、観光客の人でも市内の人

でも、みんながそこに行くと全てがわかる。我孫子のお土産として持って帰れるというよう

な販売店みたいなものがあっても。 

○白𡈽委員 あってもいいと思うんです。それこそアビシルベがそうなっているのかなと思っ

たら、ちょっとかごに乗っかっている。 

○大炊委員 スペースがないんですよね。 

○白𡈽委員 スペースがないので、当然２８もあると置けなくなってしまいますからね。それ

が水の館がいいのか、それとも手賀沼公園のところがいいのか、ヨーカドーがいいのかとい

う議論はあると思いますけど、人が集まるようなところにそういうものがあれば。 

○山内委員 一応、来年にかけて南口のほうにこの２６品ですか、うちのＱＣのチェック審査
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を登録しようと思っているんですよ。それで、Ｇケースを１本、名店というところに置きた

いという構想はあるので、それは進めていきます。やっぱり品質基準がちょっとあります。

ラベルの文字サイズとかがあるので、ちょっとその辺はできないのもあるかもしれないです。

でも、それは業者さんがやってくれれば通るので、逆にこちらから文字のサイズなどはお教

えできますので。 

○白𡈽委員 それはいい試みですね。 

○大炊委員 各ヨーカドーさんでも、その地域の特性を生かした販売方法というのを。 

○山内委員 それを個店でやっているので、それぞれあるんです。一生懸命なところはＧケー

スが３本とか４本とか。横浜ブランドがあるので、神奈川方面が多いですけど。 

○白𡈽委員 そうですよね。 

○大炊委員 ブランドって必要ですね、そうなると本当に。 

○白𡈽委員 ブランドというのは、あるものではなく、つくり上げていくものですからね。や

っぱりどこかで誰かが常にアピールしていかないと、ブランドってできないと思います。そ

こは継続なんだと思います。 

○熊田副委員長 そうすると、商業観光課のほうでは南口店との連携を今やっているんですか。 

○山内委員 まだスタートはしていないんです。今、店長に一生懸命プッシュしています。こ

の前もイベントのときにアビシルベで売っていたのを確認してもらっています。出せば売れ

るんです。嫌でも売れるんです、食べさせたりすると。だから、それをきちっと年間買える

ようにしましょうと。 

○熊田副委員長 南口店側にもそういう窓口があるということですよね、行政との窓口が。 

○山内委員 あります。南口で登録が済めば、我孫子のほうは必然的にあきますので、両方で

置ける。 

○熊田副委員長 いい話ですね。 

○大炊委員 地域密着型だ。スーパーさんで。 

○白𡈽委員 確かにそういうのがあると、多少動くと思いますよ。 

○熊田副委員長 そうですね。認知度という視点をちょっと入れていただけると、せっかく目

標値を伸ばすのであれば。 

○白𡈽委員 そうですね。産品を増やすだけじゃなくて、売れたほうが。どうせなら。 

○山内委員 そうなんですね。 

○熊田副委員長 １番はちょっとわからないですね、これ。３年増やしたけど１地区のままな
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ので。 

 このまま引き続き４番、５番のほうに進みたいのですが、「地域職業相談室により就職した

人の割合」、１５％というところが、今は１８％になっています。これを２０％に目標を上げ

ますと。それから、「シルバー人材センターの会員数」、こちらが７１９人目標のところを７

３０人にしますと。 

 これは、大体年間の増加率を見て７３０人にしていたり、地域相談室の増加率を見て、こ

うしているということですかね。 

○白𡈽委員 シルバー人材センターの会員って、だんだんこれは雇用延長が進んでいくと難し

くなりますよね。 

○山内委員 そうですね。 

○白𡈽委員 意外と、だからこれは難しいんじゃないかなと思う。 

○山内委員 来年、もし法制化になったら行かないですよね、そっちには。 

○白𡈽委員 そうですよね。行けなくなりますからね。 

○大炊委員 うちも何度か季節要員でお願いしたことはあるんです。季節が終わってお願いし

なくなると、受け手側が不安定ではないんだけど、あるときとないときがとなってしまうみ

たいで、結局、以前お願いした方にまたお願いできますかと言うと、あの人はほかで就職し

ましたというような、シルバー人材センターではなく民間企業のほうに行きましたみたいな

話を聞くので、働く側も安定雇用されたいというのはあると思います。 

○白𡈽委員 そうですよね。基本、一旦リタイアされた方というのがベースだと思いますが、

リタイアするのが７０歳ぐらいになってきちゃう世の中ですから。 

○大炊委員 そうなると、職種もせばまってきますよね。 

○白𡈽委員 そうですよね、確かに。 

○熊田副委員長 うちも今、定年制がないですから、うちの最年長は８０歳です。絶対にシル

バーなんかに登録しないです。 

○白𡈽委員 そうだと思います。ここの確保は意外と、５０人ぐらいの差しかないですけど、

難しいかもしれないなと思いました。 

○大炊委員 会員数もそうですけど、利用率も指標の一つになるのでしょうか。依頼者数みた

いなもの。 

○白𡈽委員 依頼者数ということですね。結構、依頼はあるんですか。派遣依頼というのは。 

○事務局 依頼件数は毎年同じ数くらいで推移しているようです。定年延長の課題はセンター
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でも認識していて、提供できるサービスを増やしています。例を挙げると、洗濯や掃除など

を代行する家事援助サービスを導入しました。それによって利用者も増えるし、家事援助な

ら自分でも務められそうだと、サービスを提供する側、いわゆる登録会員数も増えます。 

○白𡈽委員 なるほど。サービスの拡大があれば登録する人は増えるかもしれないですね。や

れることが増えれば。 

○熊田副委員長 ６番、７番、「起業・創業の累計件数」、それから「企業立地の支援制度数」。

こちらが３０件を６６件にする。企業立地の支援数は３件のまま。これは産業拠点創出事業

の進捗状況に大きく左右されるから現状維持とすると。１番と関連しているんですかね。 

○事務局 そうですね。こちらにつきましては企業の進出に対してどういう支援をしていくか

といったところが、一つ制度をつくる理由になります。今現在だと柴崎地区というのを、地

権者説明から着手して、今のところは、そこの１地区を重点的に進めていくというところが

ありますので、なかなかそれ以上に対しての支援制度というのが検討できていないというと

ころから、向こう２年は現状維持ということで主管課のほうからは来ております。 

○白𡈽委員 なかなかスケジュール的に厳しそうですものね。これからアセスに入るんですも

のね、説明して。そうすると、３～４年、４～５年みたいな感じですね。 

○事務局 そうですね。本来は、商業地区として整備していきたい下ケ戸地区も出して２地区

としたいところなんですけど、なかなか最初の柴崎が難しそうなので、この期間だとやっぱ

り１地区といったところになっています。 

○熊田副委員長 ちょうど今、同時刻に商工会で１５店の会所会議をやっているんです。 

○白𡈽委員 これ、起業・創業の累計件数も倍増しなきゃいけないというのが、ペース的にも

なかなか。２７年度は多かったのかな。そうですね。１３。 

○熊田副委員長 これは累計ですからね。やめちゃった方も残るので。 

○白𡈽委員 残りますからね。累計ですから。 

○事務局 現実、伸びてきているという見方を取れば、いいというところなんですけど。 

○白𡈽委員 大体１０件ずつぐらいだから、無理ではないですね。３年間ですものね。３０件。 

○大炊委員 どういったような内容の起業が多いんですか、今まで。 

○事務局 中古車販売、生花店、学習塾、飲食店など、とても多岐にわたっています。 

○熊田副委員長 続けて８番から見ていきましょうか。「手賀沼沿いの農地活用計画に沿った

農地活用面積」、こちらはさっき少しお話しさせていただいたところですかね。先ほどの議

論の状況が全く所管課のほうには当然伝わっていないので、この状況ですけれども、伝えて
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いただければ状況は変わるかもしれないですね。 

 一応、現時点では３年後の新目標値は、例えば８番であれば３１．４ヘクタール、それか

ら認定農業者の人数でいえば４８人に増加。農産物の加工施設を有する農業者数も８経営体

といったところで、旧目標と同数になっています。 

 新開発の加工品数は、５種のままですかね。「経営方針の変更により」というのは、何か意

味があるんですか。どういうことなんですか。 

○事務局 従来は、野菜を取り入れたお菓子など様々な開発をしていましたが、赤字が出てし

まう月が多くなっていました。そのため、経営コーディネーターからは、なるべく野菜の販

売など、黒字にできるものに集中した方が良いという助言があり、新開発という分野までは

手が広がりづらいという農政課の判断で、５種、もともとの３１年度の目標のまま同数の設

定としています。 

○大炊委員 今、本体である農産物の販売のほうの経営の安定化を重視しているので、ちょっ

とまだ加工品に関してはそれが落ちついてからというところで、足踏み状態。 

○熊田副委員長 ということは、今年度時点で達成という状況になっているということは、そ

れでもやっぱり伸長すると。 

○大炊委員 そういう中で、産学連携ではないですけど、川村学園と昨年から継続して、昨年

はお弁当の開発で、ことしは総菜のほうの開発ということでご協力いただいていまして、そ

れとはまた別に並行した形で新開発の加工品づくりということはやってはおります。農政課

さんのほうで、この５種ということが何をもって言っているのか、ちょっとわからないとこ

ろではあるんですけれども。 

○白𡈽委員 毎年５種やっていくということですか。累計じゃなくて単年度。 

○事務局 単年度です。 

○大炊委員 ３０年度の１１種というのは。 

○白𡈽委員 結構多いですね。 

○大炊委員 そうですね。昨年のお弁当のことだと思いますね。 

○白𡈽委員 １０番の農産物の加工施設というのが、これは加工というのはどれぐらいのこと

を指しているんですか。加工施設というのは。 

○大炊委員 今、加工施設を持っていて納品している方は、ご飯ものとかお総菜とか、一般的

に飲食の許可を持っている業者さんです。 

○白𡈽委員 そういうことですね。 
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○大炊委員 保健所の許可を有している施設でつくっている農業者ということです。 

○白𡈽委員 最終製品を製造している方というようなイメージですか、農産物の。 

○大炊委員 ええ。すぐ食べられる状態のもの。 

○白𡈽委員 なるほど。中間加工ではなくて、最終の消費財といいますか消費するものを。 

○大炊委員 はい。家で農業をやっていて、農産物があるんだけれども、それを６次化にして

加工して持ってきてという。 

○白𡈽委員 自分で加工してやっているという形ですね。 

○大炊委員 そうですね。 

○白𡈽委員 なかなかそれは。 

○大炊委員 個人でやるにはかなり厳しいです。 

○白𡈽委員 大変ですよね。大変だと思います、それは。 

○大炊委員 だから、それを増やしていくというのは。 

○白𡈽委員 厳しいと思います。 

○大炊委員 難しいですよね。 

○白𡈽委員 ええ。よっぽど規模と財力がないとできないような気がするし。 

○大炊委員 市からの補助はいただいているみたいですけど、その金額も少ないと聞いていま

すし、個人負担が非常に大きいので、後継者がいるからこそやったという方もいらっしゃる

けど、高齢の方だと、私の代で終わりだから、あえて規模拡大はしないとか。 

○熊田副委員長 ここも前半ちょっと議論させていただいたところと関連しているというと

ころで、続けていきたいと思うのですが、１ページめくっていただいて１２番から１４番、

地産地消の推進と農のにぎわいづくり。こちらのほうも新目標が出ております。２年間延長

により２１０人のところを２２０人。それから、学校給食の回数が１４４回を１５０回。拠

点施設の利用人数が２９万人を４２万人というところです。 

 続けて見ていただきたいのは、基本目標２で、先ほど少し議論になっていましたけれども、

１５、１６、１７に関しては先ほどと同じ内容になっておりますが、補助金の申請の受付件

数の目標値、３００件のところが３３０件になっています。それから、補助金の件数も２０

０件は２００件のまま。これは維持です。メディアで取り上げられた回数は、１００回が１

５０回といった形になっています。 

 次、１８番ですね。１８番から１９、２０番になっていますけれども、１８番の企画課、

こちらをさらっと説明してもらってもいいですか。 
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○事務局 はい。それでは、１８番の「相互連携事業の取り組み数」についてご説明します。 

  この事業については、下の行にあるとおり、変更希望が出ています。 

 まず、新しい事業名は、「大学・企業等との連携協定の締結数」です。 

 事業概要についてです。大学・企業との連携を強めることで、さまざまな世代が一緒にま

ちづくりに取り組み、にぎわいを創出するとともに、学生がまちづくりへ参加することで我

孫子市への興味や愛着を深めてもらう取り組みを強化します。 

 目標値は現段階では未定ですが、１１月の設定を予定しております。 

 変更理由について説明します。企業・大学との連携は、全庁的に行っていて、現在の指標

は、大学との連携事業のカテゴリー数（ボランティア受け入れ、人的連携等）でカウントし

ている。また、実際の連携事業数も全庁的にカウントすると膨大な数になり、正確な数を把

握することが難しい。さらに事業名が相互連携事業の取り組み数となっており、大学との連

携か、企業との連携かわかりづらい。そのため、事業名を「大学・企業等との連携協定の締

結数」とし、大学・企業を含めた連携協定数を新たな目標値としたほうが、実際の連携数を

把握しやすく、施策の方向性にも合致すると考えている。新たな目標としては、連携協定を

結んでいるかどうかというのを一つの線引きとして、ここを基準に、今後、大学・企業との

連携を結んでいけるように施策を進めていきたい。以上が変更希望です。 

○熊田副委員長 連携協定を締結して、その先に何かイベントが当然あってというところなん

ですよね。 

○事務局 そうですね。 

○熊田副委員長 １９番、２０番です。こちらは先ほども話になっておりますけれども、「総

合型地域スポーツクラブの大学生の会員数」、それから「総合型地域スポーツクラブの会員

数」といったところで、内容に関しては先ほど議論させていただいた内容と同じです。 

 基本的に２年間の延長に加えてＫＰＩの見直しみたいなことも同時に行う可能性が全然あ

るんですよね。 

○事務局 そうですね。また中間評価していくに当たって、その都度見直します。 

○熊田副委員長 わかりました。前半話した内容が、多分意見として今年度のまとめになって

くるのかなという形ですかね、そうすると。 

 それから、最後ですね。２１番、２２番、「シティーセールス動画へのアクセス数」と「農

業拠点施設、手賀沼親水広場の入場者数」、こちらも４万回、それから４７万人ということに

なっています。こういったものは２年延長するのであれば、指標を変えたほうがおもしろそ
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うですね。 

○事務局 そうですね。２１番につきましては、門脇委員から毎年、その回数というのはどう

なのかと。１００チャンネルを３００回見て３万回よりは、３万回見てもらうのを一つつく

ったほうがよほど効果的だよというのも、毎年ご意見を頂戴しているんですけど、指標の変

更ができていません。所管課へは働きかけてはいるのですが。 

 議会でも、魅力発信室の動きについては注目されています。結果的にこの二、三年は転入

者も増えているという状況なので、ある程度効果はあるというのは見込めるけど、やっぱり

実際に本当にどれをやって何に対して成果があるのかとか、なかなかその費用対効果という

ところがはかりづらいという部分があって、はかりづらいのはわかるけど、やはり何とかそ

こを見ていかなければいけないんじゃないかという議員からの指摘もありますので、その辺

ももろもろ少し意識を変えていただいて、今回、この指標の修正なども少しできればなと考

えています。 

○熊田副委員長 各所管課のほうも、期間延長が発表されてから新目標を考えるに至って、も

のすごく時間があったわけじゃないんですよね。 

○事務局 調査期間は約２週間です。 

○熊田副委員長 そうですね。だから、そんなに深く掘り下げて、もう１回延長されたことで

どうすればいいのかという考え方は、そんなにまだできてないところですよね。 

○事務局 そうかもしれません。 

○熊田副委員長 だから、多分、今の時点で出せる精いっぱいの回答がこういう形なのだろう

という見方をすれば、妥当なのかなとは思います。 

 では、こちらについては、また次回以降、コメントがあるようであれば、よろしくお願い

します。 

 最後にちょっと時間が少ないですけれども、資料２のほうを確認していきたいと思います。

こちらは、総合戦略の基本目標の一覧です。「市内の有効求人倍率」、「起業・創業の累計件数」

と「新規就農者数」。これも延長に引っ張られて数字を積み上げていくと、こういう数字にな

るということなんでしょうね。 

○事務局 そうですね。直近の２７年から３０年までの上昇率をそのまま当てはめているとい

う形です。 

○熊田副委員長 基本目標２のほうでは、「観光による交流人口数」、４イベントプラス６施設

というところですね。 
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○事務局 こちらの数字につきましては、表の枠外、一番下のほうに内訳という形で各施設を

所管している部署での令和３年度の目標値というのがありまして、そこの合算ということで

足し上げた結果、７９万３，２００人という形になっています。 

○熊田副委員長 結局、これもさくらまつりがどういうふうに実際にやられるのか、やらない

のかとか、そういったところも考えたいけれども、企画として上がってないから何もできな

いということなんですね、きっと。ゼロのままというのは。 

○事務局 さくらまつりは、実施はしてはいるんですけど。 

○熊田副委員長 測定が不能なのか。 

○事務局 まつりの期間中、親水広場のところでお店を出して活性化を図るというイベントで

すが、そこに何人来たかをはかる体制がとれないということで、商業観光課からは測定不能

という報告が来ております。 

○大炊委員 また、桜の開花予想が非常に難しいので、毎年ずれるというか。 

○事務局 そうですね。１週間延長したこともありました。 

○熊田副委員長 白樺文学館だけが下がっているんですか。産業まつりも人が減っていますね。 

○事務局 そうですね。ただ、基本的には、目標値は大きな方向が変わらない限りは現況値を

超えるような設定にするはずなので、ここはもう１回確認します。 

○白𡈽委員 これ、杉村楚人冠だけが増やしているのは、何でなんですか。下の２つは減らし

ているのに、ここだけ随分増やしているなと。何か自信があるんですか。 

  あそこは車がとめられないからなかなか行きづらいなと思うんですけどね。 

○事務局 駐車場はありませんので、駅から降りてのまち歩きとして人を呼べるかどうかです

ね。それだけで来場者増を目指していくとなると、なかなか難しいです。 

○大炊委員 旧村川別荘は、上の子の神さんの駐車場か何かにはとめられないんですか。 

○事務局 もしかしたらとめてしまっている人もいるかもしれませんが、基本的には駐車場は

ありません。 

○熊田副委員長 きょうのところはこういった形で、延長した新目標をこうしますという紹介

というところになっていますので、これについて次回以降、深掘りするところがあれば深掘

りしていくというところでよろしいでしょうか。 

○各委員 はい。 

○熊田副委員長 では、私どものグループの議題は、これで一応終了という形になりますけれ

ども、事務局のほうで最後に。 
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○事務局 本日、予定どおりに議題を進めていただきまして、ありがとうございました。次回

の会議の頃には、本戦略を延長できるかどうかをお示しできると思いますので、よろしくお

願い致します。 


